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No.192なかまなかま
【生産者さんの声】

お米は「夢つくし」と「元気つくし」の2種類の品種を育てており、業者向け販売と

個人向け販売の両方を行っています。また、スーパーで販売されている惣菜等の酢飯

としても活用されています。

個人向けも1年契約で販売していますので、農薬をなるべく使わずジャンボタニシや台

風から守り、大切に育てたお米を是非ご賞味ください。

大八木　純生さん



９月定例会の概要と結果（９月３日～９月２６日）

　令和 6 年第３回（９月）定例会におきましては、同意案 1 件、諮問 2 件、決算認定 9 件、議案９件、意見書案３件が提出され、

９月３日から９月 26 日までの 24 日間で審議されました。９月定例会において審議された主なものについて、ご紹介します。

９月定例会の概要と議決結果
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議案

番号

　　　　　　　　　　　　　　　議員名（議席番号順）

議案名

小

　　　　　

林

堀

田

田

口

善

蛙

田

柴

田

芳

田

口

澄

山

本

安

田

掛

田

中

尾

阿

部

大

和

柴

田

広

下

川

井

上

議決

結果

市　長　提　出　議　案

認定第１号 令和 5 年度中間市一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定第２号
令和 5 年度中間市特別会計国民健康保険事業
歳入歳出決算認定について 

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定第６号
令和 5 年度中間市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定第 7 号
令和 5 年度中間市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

認定第 9 号
令和 5 年度中間市水道事業会計利益の処分
及び決算認定について

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
原案可決
及び認定

第 38 号議案 令和 6 年度中間市一般会計補正予算（第 3 号） 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

第 39 号議案
令和 6 年度中間市特別会計国民健康保険事業
補正予算（第 2 号）

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

第 43 号議案 中間市国民健康保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

第 44 号議案 中間市第 5 次総合計画基本構想の策定について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

第 46 号議案
福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部
変更に関する協議について 

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議　員　提　出　議　案

意見書案第７号
自動運転移動サービス等の社会実装に向けた
環境整備を求める意見書 

× × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案否決

意見書案第８号
国民健康保険への国庫負担の増額で、応益割
課税の廃止を求める意見書 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × － 原案可決

意見書案第９号 生活保護の夏季加算の制度化を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × － 原案可決

・同意案第３号　固定資産評価審査委員会委員の選任について
・諮問第 1 号・第 2 号　人権擁護委員候補者の推薦について
・​認定第 3 号　令和 5 年度中間市住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について 
・認定第 4 号​　令和 5 年度中間市地域下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について  
・認定第 5 号　令和 5 年度中間市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 
・認定第８号　令和 5 年度中間市公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定について 
・第４０号議案　令和 6 年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）
・第４１号議案　令和 6 年度中間市水道事業会計補正予算（第 1 号）
・第４２号議案　中間市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 
・第４５号議案　中間市道路線の認定について

賛 否 が 分 か れ た 議 案

全 会 一 致 で 同 意・ 認 定・ 可 決 し た 議 案
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【歳出の主なもの】

令和５年度中間市一般会計歳入歳出決算認定について〇 可 決

　　歳入　１９９億９，１０２万４，０４９円
　　歳出　１９０億７，８１４万１，２２７円

歳入歳出差引残額　９億１, ２８８万２, ８２２円

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、
　特に家計への影響が大きい市民税非課税世帯等に
　一世帯当たり3万円を給付しました。

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金給付事業

　２億１，１５３万円

　物価高騰緊急支援給付金給付事業

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担増を
　踏まえ、対象者に給付金を支給しました。

５億９，６５２万円

　　筑前垣生駅舎屋根等再塗装事業

　老朽化した筑前垣生駅舎の外壁及び屋根等を美観の
　ため、再塗装しました。

４５６万５，０００円

支給対象 支給金額

市民税非課税世帯 ７万円

市民税均等割のみ
課税世帯

１０万円

対象世帯の１８歳以下の
子ども一人当たりの加算額 ５万円

　子育て世帯生活支援特別給付金事業

　物価高騰の影響を特に受ける低所得のひとり親世帯等
　に対して、子ども一人当たり5万円を給付しました。

７，９２５万円



令和６年度中間市一般会計補正予算 (第３号 )
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歳入歳出追加額　２億１，３５４万２，０００円
　　　（歳入歳出総額  １９４億７，７９０万８，０００円）

〇　可決

【歳出の主なもの】

中間市特産品開発等事業

　　物価高騰の影響を受けながらも特産品開発等を行う　
　　中小企業者に対し、その経費の一部を補助します。

２，４０２万８，０００円
学校給食費緊急支援事業

　　物価高騰により令和4年度から1食当たりの単価を
　　小学校で40円、中学校で50円値上げしていますが、
　　保護者の経済的負担を軽減するため、本年度の2学
　　期及び3学期の値上げ分を緊急的に補助します。

１，５１１万６，０００円

中間仰木彬記念球場改修事業　

　老朽化した中間仰木彬記念球場について、グラウン　　
　ドの改修工事費に助成金分を追加計上し、グラウン
　ド全体を整備します。また、安全対策としてラバー
　フェンスを改修し、合わせてトイレまでの動線改修
　工事をします。

４，８６０万８，０００円
保育所等給食支援事業

　　保護者負担の軽減を図るため、保育所等における
　　給食費の材料費高騰分を補助します。

８７４万８，０００円

給食費 (1 食分 )
2 学期・3 学期

小学校 ２７０円
（うち補助額４０円）

中学校 ３３０円
（うち補助額５０円）

▲なかっぱまんじゅう

▲かまぼこ ( 盛り合わせ )

▲焼きドーナツ

▲ほのぼの味噌
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【歳出の主なもの】

【 基本構想 】
本市が目指す将来像、人口の将来展望、土地利用構想を定め、まちの動向を示す指標を用
いながら、まちづくりの方向性を示します。
また、将来像の実現を目指すため７つの政策を設け、総合的・計画的に推進していきます。
　

〇　可決

政策１

都市基盤

コンパクトで、快適に暮らせる

まちづくり

政策２

環　境

環境にやさしい、

自然と調和するまちづくり

政策３

産　業
活力とにぎわいのあるまちづくり

政策４

保健福祉
元気の輪が広がるまちづくり

政策６

安全安心
安全・安心なまちづくり

政策７

行政経営

将来にわたって持続可能な

まちづくり

政策５

教　育

人権を尊重し、中間市の未来を拓く

人材を育てるまちづくり

総合会館について、別館の利用者の利便性向上及び
健診車等大型自動車の利便性確保のため、別館駐車場
を改修するものです。
工事内容は、中央のシンボルツリー、花壇、街灯、
駐輪場等を撤去、舗装し、道路を広げるものです。

総合会館改修工事事業
４２５万５，０００円

中間市第５次総合計画基本構想の策定について

　１
都　市
基　盤

　６
安　全
安　心

　２
環　境

　３
産　業

　４
保　健
福　祉

　５
教　育

将来像

７　行政経営
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第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

提
案
の
経
緯
及
び
目
指

す
姿
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
課
長
　
昨
年
6
月
の

第
3
回
市
議
会
定
例
会
に

上
程
し
、
第
5
回
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
当
該
議

案
の
撤
回
を
行
い
ま
し
た
。

撤
回
後
は
、
中
間
市
第
4

次
総
合
計
画
の
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
将
来
都
市

構
想
と
い
う
新
た
な
視
点

を
加
え
、
見
直
し
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
目
指
す
姿

と
し
て
、
夢
が
か
な
う
ま

ち
な
か
ま
を
将
来
像
と
掲

げ
、
計
画
期
間
が
終
了
す
る

２
０
３
３
年
の
定
住
人
口

目
標
を
３
万
６
，
０
０
０

人
と
す
る
人
口
の
将
来
展

望
及
び
将
来
像
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

の
再
生
に
つ
い
て
の
位
置

づ
け
、
そ
し
て
、
今
ま
で

ま
し
た
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

中
学
校
案
の
決
定
経
緯

と
今
後
の
進
捗
、そ
し
て
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会

の
連
携
の
た
め
の
新
た
な

検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長
　
昨
年
4
月

に
、
市
長
に
提
言
を
し
、

本
年
4
月
に
市
長
か
ら
、

新
中
学
校
は
中
間
中
学
校

と
中
間
東
中
学
校
敷
地
を

活
用
す
る
と
の
回
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

東
西
地
域
に
各
1
校
配
置

し
、
通
学
範
囲
で
あ
る
約

3
キ
ロ
以
内
を
網
羅
で
き

る
中
間
中
学
校
と
中
間
東

中
学
校
敷
地
を
、
市
長
部

局
と
連
携
し
、
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
検
討
組
織
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
の

教
育
施
設
再
編
等
準
備
事

務
室
が
窓
口
と
な
り
、
市

長
部
局
と
部
局
横
断
的
に

検
討
を
深
め
て
い
く
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

蛙
田
忠
行
議
員

　
　
　
　
　
　

（
日
本
維
新
の
会
）

ど
の
よ
う
な
施
策
推
進
が

な
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
周
辺
は
現

在
、
公
益
・
文
化
交
流
拠

点
地
区
と
し
て
、
市
民
と

の
交
流
を
促
進
す
る
地
区

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
商
業
機
能
、

行
政
機
能
な
ど
、
多
種
多

様
な
都
市
機
能
が
集
積
す

る
地
区
と
し
て
、
商
業
・

業
務
拠
点
地
区
の
拡
大
を

検
討
し
、
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
と
交
流
を
創
出
す
る

土
地
利
用
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
集
約
型

都
市
構
造
の
形
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
行
っ
た
施
策
に

つ
い
て
は
、
虫
生
津
工
業

団
地
西
側
の
市
街
化
区
域

の
編
入
、
用
途
地
域
の
指

定
な
ど
を
実
施
し
、
土
地

利
用
の
規
制
誘
導
に
努
め

　　　人　事　紹　介　≪敬称略≫

固定資産評価審査委員会委員 日　髙　幸　夫

人 権 擁 護 委 員 候 補 者

乙　藤　和　典

三 角 由 紀 子

堀 川 水 利 組 合 議 会 議 員

下　川　俊　秀

勝　原　利　介

白 　 橋 　 　 宏

大字垣生地内の開発に伴い、中間市が道路用地の帰属
を受けたことにより、当該道路を市道として認定しま
した。

中間市道路線の認定について〇　可決

【認定された道路】市営球場７号線

↑産業消防委員会 ( 田口善大委員長、阿部伊知雄副委
　員長、山本慎悟委員、柴田広辞委員、柴田芳信委員 )
　で認定する道路の視察を行いました。
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所
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長　
市
が
管
理
し

て
い
る
都
市
公
園
が
市

内
に
7
か
所
あ
り
、
令

和
3
年
か
ら
令
和
4
年

に
か
け
て
、
補
助
金
を

使
い
、
遊
具
の
取
替
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
ミ
ス
ト
が
出
る
設

備
の
設
置
な
ど
暑
さ
対
策

等
の
環
境
整
備
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長
　
必
要
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し

ま
す
。

中
間
市
に
お
け
る
災
害
対

策
に
つ
い
て

大
雨
が
発
生
し
た
場
合

や
大
雨
が
予
測
さ
れ
る

子
供
た
ち
の
遊
び
場
の
確

保
に
つ
い
て

屋
内
で
遊
べ
る
場
所
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
屋
内

の
遊
び
場
に
は
、
市
直

営
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
く
る
り
広
場
」や
、

委
託
事
業
の
「
子
育
て

サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

く
る
り
広
場
は

土
・
日
曜
日
、
子
育
て

サ
ロ
ン
は
日
曜
日
が
休

館
で
あ
り
、
土
曜
日
・

日
曜
日
に
し
か
休
み
が

取
れ
な
い
方
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
、
拡
充
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
事
務
所
長
　
拡

充
し
た
場
合
、
保
育
士

の
確
保
等
課
題
も
あ
る

た
め
、
他
自
治
体
の
実

施
状
況
を
調
査
し
、
利
用

者
の
意
見
等
も
伺
っ
て
検

討
し
ま
す
。

議
員
　
屋
外
で
遊
べ
る
場

中
間
市
の
今
後
の
観
光
政

策
に
つ
い
て

人
口
減
少
が
進
む
中
、

関
係
人
口
の
増
加
は
中
間

市
の
発
展
を
考
え
る
上
で

重
要
で
す
。
現
在
、
中
間

市
に
あ
る
観
光
資
源
と
一

年
間
で
そ
こ
を
訪
れ
た
人

数
を
伺
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
長　
本
市
に

は
世
界
遺
産
で
あ
る
遠

賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
、

垣
生
公
園
、
月
瀬
八
幡

宮
、
堀
川
、
中
間
唐
戸
、

屋
根
の
な
い
博
物
館
、

遠
賀
川
鉄
橋
、
梅
安
天

満
宮
等
が
挙
げ
ら
れ
、

中
間
市
三
大
祭
り
の
筑

前
中
間
や
っ
ち
ゃ
れ
祭
、

筑
前
中
間
さ
く
ら
祭
、

筑
前
中
間
川
ま
つ
り
も

観
光
資
源
に
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
訪
れ
た
人
数
は
、

令
和
5
年
度
に
お
い
て

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ

室
９
３
０
６
人
、
筑
前

中
間
や
っ
ち
ゃ
れ
祭

市
内
農
産
物
を
使
っ
た
市

の
特
産
品
の
開
発
に
つ
い

て
市
の
将
来
の
発
展
を

見
据
え
て
、
今
こ
そ
中

間
市
独
自
の
特
産
品
の

開
発
に
力
を
入
れ
る
時

だ
と
思
い
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

建
設
産
業
部
長
　
独
自
の

特
産
品
の
開
発
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
団
体
、

農
業
者
等
と
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
体
験
学

習
を
経
験
し
た
小
学
生

や
関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
な
ど
、

若
い
世
代
の
柔
軟
な
発

想
や
想
像
力
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
独
自
の
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

９
５
０
０
人
、
筑
前
中
間

さ
く
ら
祭
1
万
１
０
０
０

人
、
筑
前
中
間
川
ま
つ
り

４
４
０
０
人
の
来
場
で
し

た
。

議
員
　
中
間
市
の
今
後
の

観
光
政
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

建
設
産
業
部
長
　
本
市

の
観
光
資
源
の
知
名
度

と
魅
力
の
向
上
を
図
り
、

そ
れ
が
後
世
に
受
け
継

が
れ
る
よ
う
関
係
人
口

の
増
加
に
努
め
る
と
同

時
に
、
文
化
、
芸
能
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
等
で
貢

献
し
た
人
物
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
プ
ラ
ン
も

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
に
も
中
間

市
の
新
発
見
を
提
供
し
、

中
間
市
を
誇
り
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。
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場
合
の
消
防
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

警
防
課
長
　
水
防
計
画
書

に
基
づ
き
、
中
間
市
消

防
本
部
水
防
非
常
警
戒

基
準
を
定
め
て
お
り
状

況
に
よ
り
水
防
警
戒
本

部
を
設
置
し
、
水
位
観

測
及
び
重
要
水
防
箇
所

の
警
戒
巡
視
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員
　
巡
視
で
得
た
情
報

を
ど
う
活
用
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

警
防
課
長
　
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
課
及
び
建
設

課
と
共
有
を
図
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
災
害
に
対

す
る
消
防
機
関
の
応
援
体

制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

消
防
長
　
各
自
治
体
の
協

定
に
よ
り
締
結
さ
れ
た

福
岡
県
消
防
相
互
応
援

体
制
と
、
総
務
省
消
防

庁
が
管
轄
す
る
緊
急
消

防
援
助
隊
に
よ
る
応
援

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

田
口
善
大
議
員

　
　
　
　
　
　

（
中
間
ク
ラ
ブ
）

　

阿
部
伊
知
雄
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

（
公
明
党
）
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防
災
意
識
の
啓
発
及
び
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
全
戸

配
布
に
つ
い
て

非
常
用
持
ち
出
し
袋

を
持
参
し
て
の
避
難
訓

練
の
開
催
を
提
案
し
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

総
務
部
長
　
実
態
に
即
し

た
避
難
訓
練
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
校

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
非
常
用
持
ち
出
し

袋
の
全
戸
配
布
の
実
施

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
災
害
に
対
す
る
、

大
事
な
一
助
と
な
る
と

思
い
ま
す
。
早
急
に
配

布
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
と
体
の
健
康
意
識
を
高
め

る
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
」
の
推
進
に
つ
い
て

全
国
で
初
め
て
福
岡

県
が
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
教

育
現
場
に
お
け
る
性
に

関
す
る
指
導
な
ど
で
、

ど
う
活
用
で
き
る
の
か

伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
情
報
発
信
を

目
的
に
、
養
護
教
諭
を
対

象
と
し
た
研
修
会
が
実
施

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
各
学
校
に
情
報
提

供
し
、
積
極
的
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
教
育
委
員
会
と
こ

ど
も
未
来
課
が
連
携
し
、

思
春
期
の
子
ど
も
達
が

困
っ
た
時
に
も
相
談
で

き
る
よ
う
周
知
す
る
と

共
に
、
教
育
現
場
で
も

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
の
視
点
を
活
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
が
教
育
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
今
後
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
視
点
を
持
っ
て
、
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

市
内
に
設
置
し
て
い
る
街
灯
の

電
気
料
金
の
市
民
負
担
つ
い
て

自
治
会
で
は
、
電
気
代

の
負
担
に
つ
い
て
加
入
世

帯
の
み
が
負
担
し
、
未
加

入
世
帯
に
は
負
担
し
て
い

た
だ
け
て
い
な
い
状
況
で

す
。
市
が
自
治
会
の
電
気

料
金
を
負
担
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
自
治
会
か
ら
は
、

電
気
代
を
自
治
体
で
負
担

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
声

も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
不

公
平
感
の
解
消
を
図
る
た

め
、
今
後
検
討
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
市
長
は
市
民
の
不

公
平
感
に
つ
い
て
認
識
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

不
公
平
感
の
解
消
の
た
め

に
、
一
刻
も
早
く
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
処
分
後
の

本
市
の
事
業
の
現
状
に
つ

い
て

は
約
４
分
の
１
と
大
幅

に
減
少
し
て
お
り
、
教

育
活
動
の
機
会
が
減
少

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
校
外
学

習
や
社
会
見
学
で
学
ぶ

教
育
的
効
果
は
大
き
く
、

大
変
有
意
義
な
こ
と
で

す
。

　

現
在
そ
の
よ
う
な
教

育
活
動
が
十
分
に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
十
分
に
活
動
す
る

た
め
に
必
要
な
バ
ス
借

り
上
げ
の
予
算
措
置
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　
現
状
で

は
学
校
の
要
望
ど
お
り

の
活
動
を
し
て
い
く
た

め
の
予
算
は
確
保
で
き

て
い
ま
す
。

議
員
　
今
後
は
、
縮
小
し

て
き
た
教
育
活
動
が
盛

ん
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
十
分
な
教
育

活
動
が
で
き
る
よ
う
予

算
措
置
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
前
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
利
用
状
況
と
、

現
在
の
民
間
借
り
上
げ

バ
ス
利
用
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

公
共
施
設
管
理
課
長
　
平

成
３０
年
度
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
利
用
実
績
は
、
延

べ
２
０
２
日
、
３
２
１

台
で
す
。
令
和
５
年
度

に
お
け
る
民
間
バ
ス
の

利
用
実
績
は
、
延
べ
４２

日
、
６０
台
で
す
。

議
員
　
最
も
利
用
が
多

か
っ
た
部
署
と
実
績
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

公
共
施
設
管
理
課
長
　
最

も
多
く
利
用
し
て
い
る

の
は
学
校
教
育
課
で
す
。

バ
ス
の
利
用
実
績
は
、

平
成
３０
年
度
が
延
べ
９７

日
１
９
４
台
で
あ
り
、

令
和
５
年
度
が
延
べ
３４

日
５２
台
で
す
。

議
員
　
延
べ
日
数
で
は
約

３
分
の
１
に
、
台
数
で

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導

入
に
つ
い
て

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
方

の
為
に
窓
口
に
配
置
し
て

は
い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

市
民
課
長　
現
在
は
配
置

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

議
員　
購
入
費
の
助
成
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長　

イ
ヤ

ホ
ン
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
加
齢
性
難
聴

の
方
の
聴
力
が
改
善
し
、

認
知
症
予
防
に
も
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
こ
の
取
組
に
よ
り

中
間
市
が
先
進
地
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
今
後
は
各
部
署

の
窓
口
に
配
置
を
進
め
、

助
成
制
度
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。
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掛
田
る
み
子
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

（
公
明
党
）

　

堀
田
克
也
議
員

　
　
　
　
　
　

（
明
政
ク
ラ
ブ
）
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田
口
澄
雄
議
員

　
　
　
　
　
　

（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て

6
月
議
会
で
の
市
長

の
答
弁
で
は
、
9
月
議

会
で
の
計
上
に
向
け
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
と

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
検

討
が
な
さ
れ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

市
長
　
補
正
予
算
で
は
総

額
2
億
円
規
模
で
の
提
案

を
し
て
お
り
、
内
容
の
主

な
も
の
は
、
安
全
対
策
と

物
価
高
騰
へ
の
対
応
で

す
。
予
算
の
編
成
過
程
で

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を

重
ね
た
結
果
提
案
を
し
て

お
り
ま
す
。

議
員　
2
億
円
は
、
学
校

給
食
以
外
だ
と
思
い
ま

す
が
、
無
償
化
実
施
は

妥
当
で
な
い
と
い
う
の

が
、
検
討
の
結
論
だ
と

私
は
捉
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
日
本
婦
人
の

会
と
の
や
り
と
り
で
の

公
約
に
対
す
る
発
言
の

な
り
、
財
源
は
十
分
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

市
長
　
使
途
の
指
定
が
な

い
寄
附
に
つ
い
て
、
当
市

で
は
現
状
、
市
政
全
般
に

わ
た
る
事
業
を
行
う
財
源

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

の
収
益
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
財
源
に
頼
ら
な

い
財
政
運
営
が
見
込
め
な

い
限
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
収
益
を
、
給
食
費
無
償

化
の
よ
う
な
特
定
の
事
業

の
財
源
と
し
て
扱
う
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
公
約
で
す
の
で
、

全
国
的
に
見
ら
れ
る
自

己
財
源
、
又
は
ふ
る
さ

と
納
税
を
使
い
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

他
に
使
用
す
る
と
考
え

ら
れ
る
部
屋
の
空
調
機

に
つ
い
て
も
、
同
様
に

故
障
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
す
。

議
員
　
社
会
福
祉
協
議
会

は
市
民
の
福
祉
を
守
る

砦
で
す
。
今
回
空
調
設

備
故
障
の
対
応
は
責
務

を
果
た
せ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
市
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
合
会
館
長
　
初
期
対
応

及
び
原
因
究
明
に
時
間
を

要
し
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
も
の
と
考
え

て
お
り
、
総
合
会
館
の
快

適
な
利
用
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
の
空
調

設
備
に
つ
い
て

昨
年

１０
月
か
ら
故
障

し
て
い
た
パ
ル
ハ
ウ
ス

ぼ
ち
ぼ
ち
の
空
調
機
を

修
理
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
を
伺
い
ま
す
。

総
合
会
館
長
　
昨
年
か
ら

不
調
の
度
に
修
理
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
修
理
が

必
要
な
基
盤
が
既
に
生
産

終
了
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
時
間
を
要

し
ま
し
た
。

議
員
　
空
調
機
の
修
理
を

せ
ず
に
、
な
ぜ
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
に
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
か

理
由
を
伺
い
ま
す
。

総
合
会
館
長
　
令
和
６
年

度
か
ら
新
た
な
体
制
と

す
る
た
め
移
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
入
所

す
る
場
所
の
空
調
機
は

故
障
し
て
お
ら
ず
、
相

談
室
や
研
修
室
な
ど
、

健
康
保
険
証
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
険
証
利
用
登
録
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
長　

本
年
6

月
末
時
点
で
の
本
市
の
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
率

は
、
国
民
健
康
保
険
で
は

63
・
1
％
、
後
期
齢
者
医

療
保
険
で
は
63
・
8
％
と

な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

国
、
県
の
登
録
率
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
マ
イ
ナ
保
険
証
は

必
ず
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
長
　
マ
イ
ナ

保
険
証
の
作
成
は
強
制
で

は
な
く
、
任
意
で
す
。

現
行
の
健
康
保
険
証
は
令

和
6
年
12
月
2
日
で
廃
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
廃
止
後
は
、
各
保
険

者
が
資
格
確
認
書
を
発
行

し
ま
す
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
令

和
6
年
12
月
1
日
時
点
で

有
効
な
現
行
の
健
康
保
険

証
は
、
最
長
1
年
間
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。　

 9月定例会「一般質問」— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

　

柴
田
芳
信
議
員

　
　
　
　
　
　

（
日
本
共
産
党
）
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食
い
違
い
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
長
　
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
実
現
し
た
い
と

い
う
意
向
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
定
的

な
財
源
を
確
保
し
、
一

過
性
に
な
ら
な
い
状
況

を
整
え
た
上
で
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
以
前
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
財
源
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
が
、
目
的
が
指

定
を
さ
れ
て
い
る
か
ら

と
い
う
答
弁
で
賛
同
を

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
使
い
途
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
教
育
や

子
育
て
支
援
を
選
択
し

た
方
と
指
定
希
望
を
行

わ
な
い
方
を
合
わ
せ
る

と
８５
％
に
も
な
り
ま
す
。

今
年
度
予
算
に
８５
％
を

掛
け
て
も
約
２
億
近
く

▲学校給食

▲ハピネスなかま
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次次のの定定例例会会はは、、1111月月 2266日日((火火))かからら開開催催すするる予予定定でですす。。  

議員の一般質問は 11月 28日(木)午前 10時から行う予定です。 
本会議及び委員会の日程は決まり次第、中間市のホームページに掲載します。 
問合先：議会事務局 ☎ ２ ４ ６ ­ ６ ２ ２ ０

 　　ハピネスなかま、 なかまハーモニーホール及び地域交流センターにて、 議会の生中継を行って

　います。 議会開催日が休館日の施設では、 中継は行いませんので、 ご注意ください。

公共施設での議会の生中継について

ライブ配信視聴方法

①　「中間市議会」 を検索して

　　「議会 ー 中間市公式ホームページ」

　　を選択します。

② 「本会議 ・ 委員会　生配信」 を選択

　　すると、 YouTubeのライブ配信画

　　面へ移動します。
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▼ 「議会ー中間市公式ホームページ」 選択画面

☜クリック 本会議のライブ配信

《《中中間間市市議議会会かかららののおお知知ららせせ》》

 　
　

 

   

  

 　
　

 

       

次次のの定定例例会会はは、、1111月月2266日日((火火))かからら開開催催ししまますす。。  

議員の一般質問は 11月 28日(木)午前 10時から行います。 
本会議及び委員会の日程は決まり次第、中間市のホームページに掲載します。 
問合先：議会事務局 ☎ ２ ４ ６ ­ ６ ２ ２ ０ 会期日程QRコード

☜クリック 委員会のライブ配信

「インスタグラム紹介」
　

中間市議会QRコード

中間市議会公式

はじめました

定例会の開催情報や日々の議会の活動内容
を随時発信していきます。

nakamashigikai

会期日程QRコード


